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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
本
校
教
育
活
動
に
格
別
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。令

和
五
年
度
よ
り
伝
統
あ
る
本
校
の
校
長
を
拝

命
し
て
お
り
ま
す
久
保
村
智
で
ご
ざ
い
ま
す
。

二
年
目
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
六
年
六
月
二
十
二
日
に
は
、
同
窓
会

定
期
総
会
の
開
催
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。県
内
外
で
ご
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
か
ら
母
校

へ
の
愛
情
や
期
待
の
念
を
お
聞
き
し
、
改
め

て
心
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
同
窓
会
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
物
心
両
面
で
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。ま
た
、
昨
年
度
末
の
入
学
者
選
抜
に
お

き
ま
し
て
も
多
く
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
志

願
し
て
い
た
だ
き
、
本
校
の
伝
統
や
魅
力
が

多
く
の
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
届
い
て
い
る
も

の
と
同
窓
生
の
皆
様
を
は
じ
め
ご
関
係
の
皆

様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
懸

案
で
あ
り
ま
し
た
普
通
教
室
棟（
二
棟
）の
改

修
工
事
が
県
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
昨
年
十
一
月
よ
り
本
格
的
に
工
事

が
始
ま
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十
九
年
か
ら

五
十
年
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
こ
の
教
室
棟

も
約
五
十
年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

教
室
及
び
廊
下
の
改
修
、
各
フ
ロ
ア
の
ト
イ

レ
改
修
、
外
壁
塗
装
改
修
等
が
行
わ
れ
ま

す
。改
修
工
事
で
は
し
ば
ら
く
の
間
ご
不
便

を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
改
修
後
の
施
設

の
充
実
を
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
生
徒
の
皆
さ
ん
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
く
、陸
上
部
で
は
百
メ
ー
ト
ル
走
・
二
百
メ
ー

ト
ル
走
で
の
北
部
北
九
州
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
及
び

佐
賀
国
ス
ポ
出
場
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
で

の
佐
賀
国
ス
ポ
五
位
入
賞
、
放
送
部
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

杯
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
、
合
唱
部

の
国
際
声
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
京
大
会
出
場
、
そ

し
て
パ
リ
二
○
二
四
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
ブ
ラ

イ
ン
ド
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
選
手
と
し
て

の
活
躍
な
ど
、
県
下
、
全
国
、
世
界
で
の
活
躍
に

感
動
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
際
し

ま
し
て
は
横
断
幕
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ

ン
グ
で
の
応
援
、
ま
た
壮
行
会
で
は
同
窓
会

の
皆
様
か
ら
激
励
の
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
壮
行
会
で

は
生
徒
の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し

て
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
参
加
の
下
、
学
校
の

一
体
感
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
も
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に「
人
と
つ

な
が
る　

地
域
と
つ
な
が
る　

未
来
と
つ
な

が
る
」を
掲
げ
て
お
り
、
地
域
の
皆
様
と
の
つ

な
が
り
を
頂
戴
す
る
中
で
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
担
う
若
者
の
成
長
を
支
え
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。時
代
の
趨
勢
は
不

確
実
な
要
素
は
あ
り
ま
す
が
、そ
の
よ
う
な
時

代
だ
か
ら
こ
そ
、
真
の
自
由
を
追
究
す
る
美

須
々
生
の
成
長
を
教
職
員
一
同
支
え
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。ど
う
か
今
後
と
も
倍
旧

な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
。新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
下
火
に
な
っ
た
昨
年
は
、
松
本

に
も
大
勢
の
外
国
人
観
光
客
が
押
し
寄
せ
、

賑
や
か
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、
円
安

の
影
響
で
燃
料
や
食
料
品
な
ど
の
値
上
げ
が

相
次
ぎ
、
不
安
要
素
も
多
い
年
と
な
り
そ
う

で
す
。

　

さ
て
、
我
が
母
校
は
、
先
生
方
の
ご
努
力
で

コ
ロ
ナ
禍
を
凌
ぎ
切
り
、
保
護
者
の
皆
様
の

温
か
い
見
守
り
で
生
徒
た
ち
も
明
る
く
元
気

に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
私
は
母
校
で
感
動
的
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、パ
リ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
平

林
太
一
君
と
の
出
会
い
で
す
。美
須
々
三
年

生
の
太
一
君
は
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
で

日
本
の
エ
ー
ス
・
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
と
し
て
パ

リ
大
会
出
場
の
快
挙
を
果
た
し
ま
し
た
。幼

少
の
頃
全
盲
と
な
っ
た
太
一
君
は
、
ご
家
族

の
支
え
で
様
々
な
苦
労
を
乗
り
越
え
、
松
本

盲
学
校
か
ら
美
須
々
に
入
学
し
ま
し
た
。推

薦
と
か
で
な
く
一
般
試
験
を
受
け
て
の
入
学

で
す
。

　

太
一
君
と
の
最
初
の
出
会
い
は
、
二
年
前

の
入
学
式
。彼
は
、
同
級
生
の
肩
に
手
を
置

き
、
体
育
館
中
央
を
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
い
入

場
し
て
来
ま
し
た
。満
場
の
拍
手
に
迎
え
ら

れ
新
入
生
の
席
に
着
く
ま
で
、
正
直
こ
れ
か

ら
三
年
間
の
学
生
生
活
が
心
配
で
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
行
事
で
校
長
先
生
や
教
頭

先
生
に
会
う
た
び
、
太
一
君
の
様
子
を
伺
い

ま
し
た
。
四
歳
で
全
盲
と
な
っ
た
彼
は
、
小

一
の
時
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
と
出
会
い
、

メ
キ
メ
キ
と
腕
を
上
げ
、
母
校
在
学
中
も
松

本
山
雅
Ｂ
．
Ｆ
．
Ｃ
．
に
所
属
、
日
本
代
表

と
の
練
習
に
は
お
父
さ
ん
が
東
京
ま
で
同
行

し
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
明
朗
快
活
な
太

一
君
は
、
軽
音
楽
部
に
も
所
属
。
バ
ン
ド
も

組
み
、
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
歌
も
得
意
。
点
字

で
勉
強
し
て
来
た
経
験
を
活
か
し
、
一
般
テ

キ
ス
ト
を
点
字
に
直
す
仕
事
も
手
伝
っ
て
い

る
そ
う
で
、『
健
常
者
と
全
盲
の
人
の
懸
け
橋

に
な
り
た
い
』
と
の
彼
の
思
い
に
は
感
動
す

る
ば
か
り
で
す
。

　

太
一
君
の
こ
と
ば
か
り
書
き
ま
し
た
が
、

併
せ
て
誇
ら
し
い
の
は
、
周
り
の
学
生
や
先

生
方
で
す
。彼
を
包
み
込
む
よ
う
な
美
須
々

の
学
風
は
あ
り
が
た
く
、
居
心
地
の
良
い
母

校
の
気
風
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

彼
が
パ
リ
に
飛
び
立
つ
前
、
母
校
で
壮
行

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
太
一
君

の
ス
ピ
ー
チ
は
、『
僕
が
日
本
を
勝
た
せ
て
来

る
』
で
し
た
。
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
パ

リ
で
の
熱
戦
を
母
校
の
会
議
室
で
応
援
す
る

機
会
も
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
、
縦
長
の
金

の
風
船
を
パ
ン
パ
ン
鳴
ら
し
、
太
一
君
に
大

声
援
を
送
っ
た
そ
う
で
す
。
試
合
で
は
残
念

な
が
ら
、
日
本
の
力
及
ば
ず
勝
利
は
叶
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

帰
国
報
告
会
で
は
、
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を

バ
ッ
ク
に
競
技
場
で
戦
う
日
本
チ
ー
ム
の
写

真
パ
ネ
ル
が
太
一
君
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー
を
専
門
に
撮
っ
て
い

た
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
て
、
太
一
君
の
活

躍
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。カ
メ
ラ
マ
ン

は
同
窓
生
の
友
人
で
し
た
。写
真
同
様
、
戦
い

の
一
部
始
終
は
太
一
君
の
瞼
に
焼
き
付
い
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

太
一
君
は
、
も
う
す
ぐ
卒
業
さ
れ
ま
す

が
、
日
本
を
代
表
す
る
サ
ッ
カ
ー
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
見
守
り
、
同
窓
生
と
し
て
精
一

杯
の
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

巳
年
の
一
年
。同
窓
生
の
皆
様
に
幸
多
か

れ
と
祈
り
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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　令和６年６月22日にアルピコプラザホテルに於いて、約90名の会員の出席により開催されました。

【提出議案】
第１号議案　令和５年度事業報告について

第２号議案　令和５年度決算報告及び会計監査報告について

第３号議案　令和６年度事業計画について

第４号議案　令和６年度予算について

提出議案については、すべて原案のとおり承認されました。

令
和
六
年
度
同
窓
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【プロフィール】
　Deshicoは歴史ある城下町、長野県の松本市で生まれた。山や川などの大自然、そして両親や多くの兄弟に
囲まれて育ち、幼少時より周りとの「つながり」を強く感じながら大人になった。
　楽器に最初に触れたのは20歳。そこから音楽にのめり込み、オリジナル曲を約150曲以上創作。その中から
セレクトを重ねて完成したアルバム「REVOLUTION」を携え、満を持して、東京から全国へ勝負をかける！

総会終了後は、Deshicoスペシャルライブの開催です。

　幹事学年の平成６年卒生なので、在学時の友人たちが大勢集まり、更に、恩師も駆けつけ、30年ぶりの

再会を喜び、思い出話に華が咲きました。

小林同窓会長挨拶 久保村学校長挨拶
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１　収入の部 単位：円
科　　　目 予　算　現　額 収入済額 差　　額 摘　　　要項 目 節 当初 補正増減 計

１会　費 １会　費 6,180,000 0 6,180,000 5,571,350 △ 608,650
１新入生会費 1,420,000 0 1,420,000 1,420,000 0 新入生284人×5,000円　	
２卒業生会費 2,760,000 0 2,760,000 2,760,000 0 卒業生276人×10,000円	
３会員会費 2,000,000 0 2,000,000 1,391,350 △ 608,650 769人×2,000円（△150,650円 手数料）2,000×2

２諸収入 １諸収入 216,025 0 216,025 164,734 △ 51,291
１預金利息・寄付 1,025 0 1,025 34 △ 991 預金利息　寄付	
２記念誌・名簿代 15,000 0 15,000 4,700 △ 10,300 百周年記念誌、会員名簿販売代金
３マイクロバス使用料 200,000 0 200,000 160,000 △ 40,000 5,000円×32回

３繰入金 １繰入金 １繰入金 0 0 0 0 0
４繰越金 １繰越金 １繰越金 2,986,975 0 2,986,975 2,986,975 0 前年度繰越金

合　　　計 9,383,000 0 9,383,000 8,723,059 △ 659,941

２　支出の部 単位：円
科　　　目 予　算　現　額

支出済額 予算残額 摘　　　要
項 目 節 当初 補正増減 計

１活動費 8,840,000 0 8,840,000 6,028,009 2,811,991
１事務費 1,450,000 0 1,450,000 993,499 456,501

１賃金 800,000 0 800,000 639,170 160,830 事務局職員賃金
２需用費 150,000 0 150,000 51,796 98,204 消耗品購入等

３役務費 400,000 0 400,000 249,733 150,267 ホームページ運営費　郵送料
インターネット利用料　電話料等

４使用料 100,000 0 100,000 52,800 47,200 ホームページサーバ使用料等
２会議費 200,000 0 200,000 62,246 137,754

１旅費 50,000 0 50,000 16,746 33,254
２需用費 50,000 0 50,000 45,500 4,500
３負担金補助交付金 100,000 0 100,000 0 100,000

３総会費 800,000 0 800,000 492,668 307,332
１報償費 100,000 0 100,000 60,000 40,000
２需用費 700,000 0 700,000 432,668 267,332 総会案内新聞広告代

４母校援助費 2,900,000 0 2,900,000 1,662,051 1,237,949
１需用費 450,000 0 450,000 197,956 252,044 マイクロバス車検整備　タイヤ交換 

２役務費 300,000 0 300,000 134,010 165,990 野球新聞広告代　マイクロバス自賠責・
任意保険等　Ｒ４卒業アルバム代

３備品購入費 600,000 0 600,000 487,564 112,436 エアコン設置（美術研究室ほか）

４負担金補助交付金 1,500,000 0 1,500,000 809,521 690,479
美須々ケ丘セミナー負担金　アクティブラーナー
利用料　朝日けんさくくん利用料　スクールガイ
ド印刷料　製氷機メンテナンス　校内整備補助

５公課費 50,000 0 50,000 33,000 17,000 マイクロバス自動車税、重量税
５同窓会報発行費 3,000,000 0 3,000,000 2,442,025 557,975

１需用費 3,000,000 0 3,000,000 2,442,025 557,975 会報印刷・発送経費
６卒業記念費 330,000 0 330,000 280,810 49,190

１需用費 330,000 0 330,000 280,810 49,190 卒業証書ホルダー購入費
７交際費 160,000 0 160,000 94,710 65,290

１交際費 160,000 0 160,000 94,710 65,290 転退職職員餞別　香典、生花（須澤　稔）
２予備費 １予備費 １予備費 543,000 0 543,000 0 543,000

合　　　計 9,383,000 0 9,383,000 6,028,009 3,354,991
単位：円

同窓会基金 残高
Ｒ４年度末残額 Ｒ５年度増減 摘要 Ｒ５年度末残額

16,281,005 増 277 預金利息 16,281,282減 0 繰出金

令和５年度　松本美須々ケ丘高等学校同窓会　収入支出決算書
収入総額　8,723,059 円　　　支出総額　6,028,009 円　　　差引残額　2,695,050 円

令和５年度　事業報告
年 月 日 曜日 行　　事 会　　場 備考
令和
５年 4

6 木 入学式 松本美須々ケ丘高校小体育館 開催
14 金 学校職員歓迎会 梅風閣 開催

5 12 金
第１回三役会

美須々教育会館 開催
第１回理事会

6
9 金 第２回三役会及び総会

当番幹事学年合同会議 美須々教育会館 開催

17 土 定期総会 アルピコプラザホテル 開催

7 8 土 双蝶祭豚汁サービス 松本美須々ケ丘高校内
（校内での調理は不可） 中止

9
学校整備共同作業 松本美須々ケ丘高校内 生徒が	

実施
美須々ケ丘セミナー 松本美須々ケ丘高校内 中止

10 10 火 第３回三役会 美須々教育会館 開催
令和
６年 1

18 木 同窓会報第19号発行 ㈱サラト 発行

24 水
第４回三役会

美須々教育会館 開催
第２回理事会

2
15 木 第５回双蝶会 ホテルニューステーション「木葉」 開催

卒業生代議員の選出 実施

3
1 金 卒業式 キッセイ文化ホール　 開催
21 木 学校職員送別会 ヴィラ・デ・マリアージュ松本 開催

役　　職 氏　　名 卒業年
顧    問 銭　坂　明　尚 昭和 22
顧    問 福　島　昭　子 昭和 26
顧    問 中　村　一　郎 昭和 37
顧問（校長） 久保村　　　智
参  与 山　元　秀　泰 昭和 47
参  与 中　川　博　司 昭和 52

会 長 小　林　磨　史 昭和 48
副 会 長 大　沢　千　尋 昭和 46
副 会 長 𠮷　田　　　誠 昭和 48
副 会 長 石　田　さち子 昭和 56
副 会 長 青　柳　浩一郎 平成 3
副会長（事務局長） 滝　沢　貴　史 平成 5
副会長（教頭） 半　田　貴　大
常任理事 山　田　悦　生 昭和 42
監 事 大　友　孝　志 昭和 53
監 事 小　野　伸　二 昭和 61
会計（事務長） 市　村　和　樹
理 事 中　村　俊　春 昭和 46

役　　職 氏　　名 卒業年
理 事 堤　　　典　義 昭和 52
理 事 木　下　　　守 昭和 56
理 事 大　月　俊　雄 昭和 58
理 事 古　田　俊　光 平成 2
理 事 大　野　一　夫 平成 3
理 事 田　島　　　学 平成 3
理 事 田　村　義　夫 平成 3
理 事 柄　澤　　　深 平成 4
理 事 齋　藤　康　治 平成 4
理 事 清　水　仁　志 平成 4
理 事 宮　下　　　健 平成 5
理 事 和　田　智　弘 平成 5
事 務 局 横　田　麗　子 昭和 43
事 務 局 滝　沢　愛　子
学校職員 井　原　通　夫 昭和 53
学 校 職 員 長谷川　美　穂 平成 元
学校職員 栗　田　典　定
学校職員 中　條　明　子 昭和 62

令和６年度令和６年度
松本美須々ケ丘高等学校同窓会 役員名簿松本美須々ケ丘高等学校同窓会 役員名簿
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久保村 智校長 小林磨史会長

学校行事ダイジェスト

入 学 式

（令和６年
４月５日）

双 蝶 祭

（令和６年７月５日〜８日）



（5）　令和７年１月 18日 松本美須々ケ丘同窓会報 第 20号

校内壮行会であいさつ メダル獲得の決意表明 応援幕に勝利への願いをこめて

写真提供　清水一二氏（写真家）
国際パラリンピック委員会メディアスタッフ

報告会にて　会長よりエッフェル塔の写真パネル贈呈

平林太一さん　パリパラリンピック大会

ブラインドフットボール競技出場
◀ 

令
和
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年
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よ
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令
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６
年
10
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８
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市
民
タ
イ
ム
ス
掲
載
記
事
よ
り
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陸上部

中信総体　
　男子個人　�・100m １位・200ｍ １位・400mH ７位・走高跳 １位３位
　　　　　　・三段跳 ８位・円盤投 ８位 ・八種競技 １位３位
　　　　　　・４×100mリレー ４位 ・４×400mリレー ７位
　女子個人　・砲丸投 ５位・円盤投５位・やり投 ２位７位８位・七種競技 ４位
県総体　
　男子個人　・100m １位・200m ３位・三段跳 ８位・八種競技 ７位８位
北信越総体（新潟県新潟市）
　男子個人　・100m ５位　・200m ４位
全国高校総体（福岡県福岡市）
　男子個人　・100m　・200m　出場
中信新人
　男子個人　�・100m ７位・200m ３位・800m ５位・400mH １位 ・走高跳 ５位・円盤投 ５位 
　　　　　　・八種競技 １位６位 ・４×100mリレー ４位 ・４×400mリレー ３位
　女子個人　�・砲丸投 ３位・円盤投 ３位５位・やり投 ３位４位５位 ・七種競技 ４位５位
県新人
　男子個人　・100m ８位・八種競技 ３位
　女子個人　・砲丸投 ８位
北信越新人（福井県福井市）
　男子個人　・八種競技 ７位

バレーボール部
（男子）

中信総体：第５位　　県総体出場
選手権大会（春高バレー）中信地区予選Ｃブロック優勝　県大会出場

バレーボール部
（女子）

中信総体：第５位　　県総体：ベスト16　
選手権大会（春高バレー）中信地区予選Ｃブロック優勝　県大会：ベスト16

卓球部
（男子・女子）

男子　国体予選長野県予選会　ベスト32
　　　中部日本選手権（ジュニアの部）　本戦出場
　　　中信総体：団体第７位　　シングルス・ダブルス県大会出場
　　　県総体：シングルスベスト32
　　　全日本選手権（ジュニアの部）中信予選　ベスト16
　　　中信新人：団体第６位　シングルス２名県大会出場
女子　中信総体：団体第７位　シングルス・ダブルス県大会出場
　　　県総体：団体ベスト16　シングルスベスト32
　　　中信新人：団体第８位　県大会出場

テニス部
（男子・女子）

男子　中信総体　団体５位
　　　新人戦　　団体５位　県大会出場
　　　中信新人選手権　　　１年シングルス　本林　優勝　　天野　準優勝
　　　　　　　　　　　　　１年ダブルス　　本林・天野　優勝
　　　県新人選手権　　　　１年シングルス　本林　ベスト８
　　　　　　　　　　　　　１年ダブルス　　本林・天野　ベスト４
女子　中信総体　団体ベスト８

ソフトテニス部

男子　中信総体　　団体戦第５位　県大会出場
　　　　　　　　　個人戦ベスト16（二茅・諸井組、山本・名取組）県大会出場
　　　中信新人戦　団体戦準優勝
　　　　　　　　　個人戦ベスト８（山本・名取組、安藤・黒田組）
　　　　　　　　　　　　ベスト16（西村・佐藤組）　県大会出場
　　　中信学年別大会　第３位（山本・名取組）
　　　第67回松本市市民スポーツ大会　優勝（山下・諸井組）
女子　中信総体　団体第５位　県大会出場
　　　中信総体　個人戦　草深・原組　青木・岡本組　県大会出場
　　　中信新人戦　団体第２位　県大会出場　県大会ベスト８
　　　中信新人戦　個人戦草深・原組ベスト16　選抜大会出場
　　　個人戦　小平・丸山組　清澤・上條組　町田・板垣組　県大会出場

バスケットボール部
（男子）

中信総体：第６位　
県総体出場：ベスト８
ウィンターカップ中信大会：出場
新人戦：11月29日（金）より３日間

バスケットボール部
（女子）

中信総体：第７位　県総体出場
ウィンターカップ中信大会：出場
新人戦：11月29日（金）より３日間

ハンドボール部

男子　５月12日　中信総体　４位のため、県大会出場
　　　５月31日　県総体　１回戦敗退
　　　９月７日　長野県高校ハンドボール１年生大会   リーグ敗退
女子　５月12日　中信総体　２位のため、県大会出場
　　　６月１日　 県総体　１回戦敗退
　　　９月７日、８日　長野県高校ハンドボール１年生大会   リーグ敗退
　　　11月２日　県新人戦１回戦敗退

バドミントン部
（男子）

中信総体団体戦３位、長野県総体団体ベスト16
シングルスベスト８進出　鈴木、小林
ダブルス３位　百瀬、鈴木組
中信選手権ダブルス優勝　百瀬、直井組、シングルス優勝　百瀬
JOC中信地区予選シングルス準優勝　百瀬、ダブルス優勝　百瀬、直井組
中信新人戦　団体３位　シングルスベスト８　直井

バドミントン部
（女子）

中信総体　団体５位　県大会出場
中信新人戦　団体５位　県大会出場

サッカー部
中信総体：ベスト８、県総体：１回戦敗退
選手権大会：４回戦敗退
２部リーグ：グループA ７位
中信新人戦：ベスト８　県大会出場

野球部
高校野球選手権長野県大会　ベスト16
秋期北信越大会中信予選会５位　県大会出場
秋季北信越大会長野県大会　ベスト16

弓道部
（男子・女子）

中信総体　男子団体４位、女子団体が３位入賞を果たし県大会へ。
　　　　　男子個人１名、女子個人１名が県大会へ出場を果たした。
中信新人戦　男子団体　第４入賞　２チームが県大会出場
女子団体　１チームが県大会出場を果たした。

水泳部

総体　県大会　男子　個人４種目、リレー２種目に出場
　　　　　　　　　　200m背泳ぎ７位	 北信越大会出場
　　　　　　　　　　4×200フリーリレー７位	 北信越大会出場
　　　　　　　女子　個人６種目、リレー１種目に出場
　　　　　　　　　　50ｍ自由形２位	 北信越大会出場
　　　　　　　　　　100ｍ自由形２位	 北信越大会出場
　　　　　　　　　　4×100フリーリレー 8位	 北信越大会出場
新人　県大会　男子　個人10種目に出場、リレー２種目に出場
　　　　　　　　　　50m自由形６位、200m背泳ぎ３位
　　　　　　　　　　４×50フリーリレー４位
　　　　　　　　　　４×50メドレーリレー２位
　　　　　　　　　　男子総合６位
　　　　　　　女子　個人３種目に出場

剣道部 総体　男子団体県大会出場（１勝しました）
新人　男子団体県大会出場（11/16飯山高校にて）

フットサル同好会

吹奏楽部

第73回中信高校合同演奏会　参加
第77回双蝶祭　オープニング、文化部発表
第64回長野県吹奏楽コンクール 高等学校部門Ｂ編成　県大会・銀賞
第47回定期演奏会開催（キッセイ文化ホール･大ホール）
第50回長野県アンサンブルコンテスト（12月）
第23回中部日本個人・重奏コンテスト（１月）
第51回長野県高等学校吹奏楽フェスティバル参加（３月）

合唱部

第11回あがたの森音楽祭　参加　　第73回中信高校合同演奏会　参加
第77回双蝶祭　サマーコンサート
第91回NHK全国学校音楽コンクール　高等学校の部長野県大会　奨励賞
第４回国際声楽コンクール東京　アンサンブル部門　本選入選
その他、県高校合唱フェスティバル　ヴォーカル・アンサンブル・フェスティバル　出場予定

漫画研究部 夏・冬部誌作成、販売（双蝶祭）	 長野県人権意識高揚４コマ漫画応募
キャラクターデザインサミット応募	 ナガノデザインフェスタ応募

茶道部 第77回双蝶祭でのお点前披露、学校茶道連絡茶会に参加

華道部 双蝶祭にて作品の展示
フラワーアレンジメントおよびアクセサリーの販売

FMC
（フリーミュージッククラブ）

双蝶祭　ライブ、テーマソング
第19回長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会中南信大会出場　優秀賞
第19回長野県高等学校軽音楽系クラブ合同演奏会県大会出場
第20回長野県高等学校文化連盟軽音楽専門部県フェスティバル出場

被服部 第77回双蝶祭　ファッションショー

放送部
第71回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト長野県大会
　ラジオドラマ部門　ＮＨＫ長野賞
　テレビドキュメント部門　　優秀賞
第71回ＮＨＫ杯全国高校放送コンテスト　テレビドキュメント部門出場

ダンス部

県総文祭　第19回ダンスフェスティバル　審査員特別賞
双蝶祭　ステージ発表
まちなかダンスFes　パフォーマンス
信州書道パフォーマンス　エキシビジョン　
まつもと未来マルシェ　パフォーマンス

科学部 第77回双蝶祭での研究発表

美術部 日学・黒板アート甲子園2024年大会　出品
第78回松本地区学生美術展　出品

写真部
中信写真展　出展　　双蝶祭　校内展示
第31回長野県高校写真展　出展
中信地区交流会／安原地区文化祭　　写真を出展

演劇部
第39回中信地区高校演劇合同発表会　第１位　県大会推薦
第41回長野県高校演劇合同発表会　最優秀賞　関東大会推薦
第60回関東高等学校演劇研究大会　（2025年１月25・26日）

書道部
・双蝶祭作品展示　・双蝶祭開祭式　書道パフォーマンス披露
・長野県國神社　世界和プロジェクト　奉納揮毫
・安原地区公民館文化祭　出品　・信州書道パフォーマンス大会　出場
・松本地区書道協会作品展　出品

令和６年度（2024年度）運動部

令和６年度（2024年度）文化部

クラブ活動実績表クラブ活動実績表

当　初　予　定 活　動　状　況
４月５日 入学式で生徒会の歓迎行事 役員による美須々ケ丘憲法の紹介
４月８日 新入生歓迎会（２部制） １部：歓迎および生徒会説明（全校生徒対象：大体育館）　２部：クラブ活動紹介（新入生と関係生徒：小体育館）
４月９〜12日 新入生「校歌練習」 ２日間は教室　最終日は小体育館にて実施
４月15日 クラブ結成式 大体と小体に分けて全大会⇒各クラブに分かれて結成式
４月16日 第１回一斉委員会 各委員会に分かれて参集して実施
４月25日 生徒総会 小体育館に全校生徒が参集して実施
５月23日 生徒総会（双蝶祭関係） 大体育館に全校生徒が参集して実施
６月４日 春季クラスマッチ　 ⇒消毒･換気・応援者の制限等の感染者対策を行い実施
７月５～８日 双蝶祭（一般公開含む） 第77回双蝶祭テーマ「蝶ラッキー」～ 77回目の青春～　　来場者の制限を設けず通常の形で実施
７月18日 ミスズっ子ミーティング（今年度１回目） HR教室を会場に対面で実施　　テーマ①「双蝶祭の振り返り」　　②「もっと良くなるよ！ミスズ」
９月11日 正副会長選挙　 小体育館にて実施。投票は松本市選管より投票台と投票箱を借用して行った。
10月１日 議長/審査委員選挙 大体育館にて実施
10月５日 ICTカンファレンス（生徒会新役員４名） オンライン実施（全県から３校の参加）　　議論のテーマ：「今、高校生が考える生成AIとの付き合い方」
10月15日 一斉委員会 前期生徒会まとめと生徒総会への提案審議
10月17日 ミスズっ子ミーティング（今年度２回目） ＨＲ教室を使用し、車座になって実施。テーマ①55分授業について　　②強歩大会に変わる行事について
10月29日 生徒総会 小体育館で全校が参集して実施

10月30、31日 秋季クラスマッチ
雨天のため11月５、７日に延期して実施
全校一斉に全クラス対抗で実施

12月３日 一斉委員会（新体制による） 各委員会に分かれて参集して実施予定
12月12日 生徒総会（新体制による） 小体育館で実施予定

令
和
６
年
度
　

生
徒
会
の
活
動
に
つ
い
て

生
徒
会
の
活
動
に
つ
い
て
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国公立大学 36人

154人

10人93％

57人

私立大学

短大

各種専門学校

6

令和５年度
卒業生進路

進路実績

卒業生 より

令和５年度延べ人数
国公立大学

北海道教育大学 1 上越教育大学 1 信州大学 4 富山大学 1 福井大学 3

岐阜大学 1 高崎経済大学 1 長岡造形大学 1 福井県立大学 1 長野県立大学 8

長野大学 4 公立諏訪東京理科大学 7 島根県立大学 1 高知県立大学 1 名桜大学 1

私 立 大 学
学習院大学 1 明治大学 1 立教大学 1 法政大学 1 成蹊大学 2

成城大学 1 日本大学 12 東洋大学 5 駒沢大学 5 専修大学 6

大東文化大学 13 東海大学 15 帝京大学 7 國學院大學 1 順天堂大学 1

杏林大学 4 桜美林大学 3 明治学院大学 1 武蔵野大学 2 麻布大学 1

神奈川大学 6 神奈川工科大学 5 長野保健医療大学 9 松本大学 22 松本看護大学 3

獨協大学 3 新潟医療福祉大学 4 日本福祉大学 5 金沢工業大学 8 愛知大学 4

中京大学 2 名城大学 1 京都産業大学 2 同志社大学 1 龍谷大学 6

近畿大学 4 他 118

専　　　門
諏訪赤十字看護専門学校 2 松本看護専門学校 2 松本歯科大学衛生学院 3 信州動物看護専門学校 2 他 52

大きな支え	 2023年度卒業 信州大学農学部 進学	 浅川 暖人さん
　私は期限のギリギリまで入試方式を確定できなかったため、万全の状態で推薦入試に臨むこと
ができず、結果は不合格でした。それでも一般入試で第一志望校に合格することができました。
諦めずにがんばって良かったと思います。この過程で、先生方や友達、家族からの励ましが大き
な支えとなり、気持ちを切り替えることができました。この励ましがなければ合格を勝ち取れま
せんでした。受験に失敗や挫折がつきものですが、それを成功・成長の糧にすることもできます。
皆さんも最後まで諦めずに受験に臨んでください。

恩人	 2023年度卒業 岐阜大学応用生物科学部 進学	 横内 成夢さん
　部活動や双蝶祭に全力を注いだ私が受験勉強に本腰を入れたのは８月頃でした。既に他の受験
生との差はかなり開いてしまっており、それからは朝から晩まで毎日勉強をしました。しかし、
先の見えない不安、なかなか上がらない成績などに焦り、志望校を変更しようとしていましたが、
担任の先生と話し合い、諦めずに志望校を目指す決断をしました。その先生がいなければ私は今
岐阜大学で学ぶことはできていません。その先生だけでなく、親や友達、沢山の人達に支えられて、
今の私がいます。本当にありがとうございました。

恵まれた高校生活	 2023年度卒業 長野県立大学健康発達学部 進学	 稲越 晴香さん
　私は高校入学前から保育士を希望していました。先生から、大学説明会やオープンキャンパス
の案内をたくさん紹介していただき、さらには進路で困っていることはないかと何度も相談に乗っ
てくださる先生方のおかげで、安心して高校生活を送ることができました。また友達にも恵まれ、
一年生の頃から生徒会やボランティア活動に積極的に参加し、貴重な人生経験を積むことができ
ました。大変なこともありましたが、私は美須々の生徒で本当に良かったと思います。大学でも
夢の実現に向けて努力し続けていきます。
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令和７年度松本美須々ケ丘高校吹奏楽部OB会総会のご案内令和７年度松本美須々ケ丘高校吹奏楽部OB会総会のご案内

　

今
年
度
の
定
期
総
会
の
幹
事
学
年

は
、昭
和
59
年
卒
と
平
成
６
年
卒
の
皆

さ
ん
で
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
は
２
度
目
と
な
るDeshico

で
、幹
事
学
年
で
も
あ
り
、多
く

の
同
期
生
が
集
ま
り
、の
び
の
び
と
し
た
歌
声
を
響
か
せ
魅
了
し
ま
し
た
。

　

校
歌
斉
唱
で
は
、
常
任
理
事
の
大
林
好
矩
さ
ん
の
体
調
不
良
で
、
ビ
オ
ラ
伴
奏

が
叶
わ
な
か
っ
た
の
で
、止
む
無
く
校
歌
の
Ｃ
Ｄ
に
合
わ
せ
て
歌
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ひ
と
月
後
、
大
林
さ
ん
の
訃
報
に
触
れ
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。長
き

に
亘
り
、
諸
々
の
同
窓
会
事
業
に
ご
意
見
、
ご
提
案
を
い
た
だ
き
牽
引
役
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。ビ
オ
ラ
の
音
色
を
始
め
思
い
出
は
尽
き
ま

せ
ん
が
、ご
尽
力
に
感
謝
し
、心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�　

学
校
入
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、昭
和
26
年
に
卒
業
生
よ

り
寄
贈
さ
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
植
樹
さ
れ
、
75
年
経
ち
ま

す
。樹
勢
が
互
い
の
枝
と
重
な
り
、押
し
合
い
、中
に
は
枯
れ

枝
も
目
立
ち
ま
す
。か
ね
て
よ
り
懸
念
さ
れ
て
い
た
強
風
や

大
雪
に
よ
る
枝
折
れ
等
で
通
行
者
に
被
害
が
及
ぶ
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、８
月
に
５
本
を
伐
採
し
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
教
育
会
館
か
ら
の
景
色
は
一
変
し
ま
し
た
。何

よ
り
空
が
広
く
、
室
内
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
。東
山
の
緑

葉
・
紅
葉
、グ
ラ
ン
ド
で
活
動
す
る
生
徒
の
姿
、校
舎
の
様
子

が
よ
く
見
え
ま
す
。

　

学
校
は
、
年
々
少
し
ず
つ
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
が
、
皆

さ
ま
の
巣
立
っ
た
後
に
は
、
新
し
い
苗
が
育
っ
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。�

事
務
局　

滝
沢

事務局
�だより

総会の他に学年やクラスで懇親会を開催されて
いることと思います。その時の写真やコメントを
データーにて事務局にお寄せいただければ、同窓
会ホームページに掲載し、活動の様子を紹介させ
ていただきます。

本校創立100周年記念誌
「美須々のこころ」（校歌CD付）
� １冊　５，０００円
会員名簿（Ｈ29年版）
� １冊　４，７００円

ご購入希望の方は事務局まで
ご連絡ください。
TEL 0263（33）2560

訃
　
報

　

本
会
常
任
理
事
の

大
林
好
矩
様
が
、
令
和

六
年
七
月
二
十
二
日
、

九
十
一
歳
で
ご
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
林
さ
ん
は
本
会
の

運
営
並
び
に
各
種
活
動

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
定
期

総
会
の
最
後
に
全
員
で

斉
唱
す
る
校
歌
の
ビ
オ

ラ
伴
奏
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
回
か
ら

ビ
オ
ラ
の
音
色
を
聴
け

な
い
こ
と
が
誠
に
残
念

で
す
が
、
ご
生
前
の
ご

尽
力
に
深
く
感
謝
し
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

期　日：令和７年９月21日（日）10：00 ～ 11：00
場　所：キッセイ文化ホール（県松本文化会館）２階　楽屋８

※参加申し込みは令和７年７月31日（木）までに右記フォームよりお願い致します。
※日時や場所が変更となる場合には、フォーム内の『連絡先』にご連絡致します。
♪当日13：00から、大ホールにて松本美須々ケ丘高校吹奏楽部 第48回定期演奏会が
　開催されます。演奏会へのご来場もお待ちしております。

https://forms.gle/5T1ekqBodwBd4gev6

国民スポーツ大会 佐賀大会　陸上　西澤　諒さん
スポーツクライミング　山田泉都さん

関東高校演劇大会  演劇部　　国際声楽コンクール  合唱部

◀ 

令
和
６
年
５
月
11
日　

市
民
タ
イ
ム
ス
掲
載
記
事
よ
り

◀ 

令
和
６
年
６
月
16
日　

市
民
タ
イ
ム
ス
掲
載
記
事
よ
り

◀ 

令
和
６
年
６
月
23
日　

市
民
タ
イ
ム
ス
掲
載
記
事
よ
り

編

集

後

記


